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平成30年度予算のあらまし

編集・発行　仙台市総務局広報課　〒980-8671仙台市青葉区国分町3-7-1　☎022･214･1150　FAX022･211･1921
印刷　㈱ユーメディア

○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経
費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計

○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で
収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

平成30年度（前年度比）
一般会計     5,390億円　（86億円減少）
特別会計     3,010億円　（203億円減少）
企業会計     2,391億円　（29億円減少）
合計 １兆791億円 （318億円減少）

●平成30年度の会計別の予算規模

再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は平成29年度当初予算の金額

歳入総額
5,390億円
〔5,476〕

市税 2,113
〔1,889〕諸収入

316〔343〕
繰入金
452〔527〕

市債 557
〔579〕 国庫支出金 

852〔838〕

地方交付税
224〔292〕

地方消費税交付金
222〔181〕 その他

266
〔430〕

県支出金 230
〔239〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は平成29年度当初予算の金額

公債費
569

〔559〕
土木費
759

〔810〕

歳出総額
5,390億円
 〔5,476〕

健康福祉費
1,917
〔1,932〕

経済費 245
〔285〕

総務費 334
〔341〕

諸支出金 93
〔98〕

教育費931
〔889〕

消防費 162
〔162〕

環境費 176
〔194〕

市民費 175
〔168〕 その他 29

〔38〕

●【性質別】歳出額（一般会計）の推移（単位：億円）

平成26 292827 30年度

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,067 

680 

1,028 

601

766

689

458 

602
243

　一般会計・特別会計・企業会計を合計した市全体の予算
規模は１兆791億円で、前年度比318億円減少したものの、
震災以降引き続き１兆円を超える高い水準となりました。
　一般会計では、子ども・子育て支援関連経費や学校建設
費が増加した一方で、埋立処分場の施設整備費が減少した
ことなどにより、前年度比86億円減の5,390億円となり
ました。
　また、特別会計は国民健康保険事業費の減少などにより
203億円減少し、企業会計は下水道事業における復興事業
の進
しん
捗
ちょく
に伴う工事費の減少などにより29億円減少しました。

　本年度は、施政方針に掲げた３つの施策の柱である「人
を育み、人がつながるまちづくり」・「まちを育む、活力デ
ザイン」・「次代へつなぐ、防災環境都市推進」に重点的な
予算配分を行いました。
　また、「人とまちがともに育つ、新たな杜の都」の実現
に向けて、地域経済の活性化による税源の涵

かん
養
よう
や公共施設

の長寿命化による後年度負担の軽減、既存事業の手法見直
しによる費用抑制の取り組みにより、持続可能な財政基盤
の確立を目指していきます。

「人とまちがともに育つ、新たな杜の都」の実
現に向けた財政運営

655

917

598

1,339

519

5,581
574
306

673

674   
1,148

1,003

1,135
585

567
1,095

715

468 378

5,389 5,390

617 568
257 176

690 703

使用料および手数料
158〔158〕

5,476

1,156

1,083 

557

742

698

415 

608
217

　市税収入は、県費負担教職員権限移譲に伴う県から市へ
の税源移譲等により、前年度に比べて224億円増加しまし
た。
　一方、繰入金は、復興事業の進捗に伴う東日本大震災復
興交付金基金からの繰り入れの減少などにより、75億円
減少しました。

市税収入は増加、繰入金は減少歳 入

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅

【目的別の歳出】　子育て支援や障害者福祉など社会福祉に
要する費用である健康福祉費は、1,917億円（35.6％）
と最も大きな割合を占めました。次いで学校建設費の増加
などにより教育費が931億円（17.3％）、土木費が759億
円（14.1％）、公債費が569億円（10.6％）となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障給付等の扶助費、借入
金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、私立保育
所運営委託費等の扶助費の増加などを受けて、前年度に比
べて54億円の増加となりました。
　また、投資的経費は埋立処分場の施設整備費が減少した
ことなどにより、前年度に比べて27億円の減少となりま
した。

歳 出 義務的経費は増加、投資的経費は減少



て
の
ま
ち
の
姿
が
市
民
の
皆
さ
ま
の
意

思
に
よ
り
再
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
。

こ
の
二
つ
の
相
互
作
用
が
、
ま
ち
が
輝

き
続
け
る
鍵
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
新
年
度

の
主
題
を
「
人
と
ま
ち
が
と
も
に
育
つ
、

新
た
な
杜
の
都
に
向
け
て
」
と
定
め
、

108
万
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
未
来

を
目
指
し
て
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
き
ま
す
。

人
を
育
み
、
人
が
つ
な
が
る
ま
ち

づ
く
り

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
将

来
へ
の
希
望
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
ま
ず
は

中
学
２
年
生
を
対
象
に
35
人
以
下
学
級

を
拡
充
し
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

い
じ
め
防
止
に
つ
い
て
は
、
子
供
未
来

局
に
「
い
じ
め
対
策
推
進
室
」
を
設
置

す
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
に
よ
る
支
援
体
制
を
強
化
し
、
い
じ

め
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
つ
な
げ

ま
す
。

　
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
充
実

に
向
け
、
産
婦
の
健
康
診
査
へ
の
助
成

と
併
せ
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
指
導
を

行
う
産
後
ケ
ア
事
業
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

　
私
立
保
育
所
等
の
整
備
な
ど
保
育
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
若

手
職
員
へ
の
処
遇
改
善
な
ど
、
保
育
従

　
新
年
度
は
、
仙
台
市
が
政
令
指
定
都

市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
し
て
か
ら
30
年

と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
現
在

我
が
国
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
と

高
齢
化
は
、
地
域
や
都
市
の
あ
り
様よ

う
に

関
わ
る
構
造
的
な
問
題
で
あ
り
、
新
た

な
課
題
解
決
の
手
法
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
す
る

今
、
こ
の
ま
ち
が
立
脚
す
べ
き
原
点
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
杜
の
都
」は
、藩
祖
伊
達
政
宗
公
の

植
樹
政
策
に
端
を
発
し
、
戦
災
か
ら
再

生
す
る
中
で
植
樹
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
並
木

は
市
民
の
心
の
拠よ

り
所ど

こ
ろ

と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
も

立
ち
上
が
り
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
東
部
地
域
の
緑
の
復
活
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
こ

の
ま
ち
を
よ
り
美
し
く
、
よ
り
強
く
再

生
し
て
い
く
市
民
の
意
思
と
力
。
こ
れ

こ
そ
が
こ
の
ま
ち
を
支
え
て
き
た
原
点

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
仙
台
の
明
日
を
拓ひ

ら
き
た
い
と
い
う
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
。
人
が
暮
ら
し
、
活
躍
す
る
器
と
し

３ ２

郡　和子
仙台市長

人とまちがともに育つ
　　新たな杜の都に向けて

─平成30年度施政方針から

昨年４月の開館以来、国内外から多
くの方が訪れる震災遺構仙台市立荒
浜小学校

昨年定禅寺通等を活用して行われたイ
ベント「グリーン・ループ・せんだい」。
都心部においてエリア特性を高めるま
ちづくりを公民連携で進めます

事
者
の
資
質
向
上
、
人
材
確
保
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相

談
支
援
等
の
強
化
に
よ
り
、
発
達
に
不

安
を
抱
え
る
就
学
前
の
児
童
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、

放
課
後
に
お
け
る
小
・
中
学
生
へ
の
学

習
・
生
活
支
援
や
子
ど
も
食
堂
へ
の
助

成
を
行
う
な
ど
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち

を
支
え
る
機
運
を
醸
成
し
ま
す
。

　
介
護
業
界
の
人
材
不
足
に
対
し
て
、

業
務
の
効
率
化
や
ニ
ー
ズ
に
合
う
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
に
つ
な
が
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

分
野
と
の
連
携
を
加
速
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
障
害
特
性
に
応
じ
た

業
務
の
掘
り
起
こ
し
や
事
業
者
と
求
職

者
の
相
互
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

強
化
し
、
就
労
の
定
着
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
地
域
課
題
の
解
決
へ
向
け
て
は
、
支

援
制
度
や
先
進
事
例
等
を
紹
介
す
る
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
に
取
り
組
み
、

担
い
手
の
輪
を
広
げ
る
ほ
か
、
地
域
交

通
の
確
保
に
向
け
、
実
証
実
験
費
用
の

助
成
な
ど
、
地
域
で
の
検
討
を
実
践
へ

つ
な
げ
る
新
た
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

ま
ち
を
育
む
、
活
力
デ
ザ
イ
ン

　
都
市
空
間
形
成
の
指
針
と
な
る
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
定
禅
寺
通
の
活
性
化

や
青
葉
山
公
園
の
（
仮
称
）
公
園
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
関
係
団
体

や
市
民
の
参
画
に
よ
り
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

　
楽が

く
都と

の
拠
点
と
な
る
音
楽
ホ
ー
ル
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
役
所

本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
た
基
本
計

画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
基
盤
の
強
化
は
必
須
で
あ

り
、
仙
台
の
経
済
成
長
に
向
け
た
新
た

な
方
針
を
定
め
ま
す
。
多
大
な
経
済
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
「
東
北
放
射
光
施

設
計
画
」
の
実
現
に
向
け
、
独
自
の
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
本
市
経
済
の

中
核
を
成
す
中
小
企
業
に
は
、
外
部
人

材
の
活
用
や
、
仙
台
な
ら
で
は
の
ブ
ラ

ン
ド
構
築
の
支
援
な
ど
、
新
た
な
事
業

展
開
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る

と
と
も
に
、
経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
う

事
業
承
継
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
食
品
関
連
事
業
者
等
と
の

連
携
を
通
じ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
な

ど
に
よ
り
、
地
元
農
産
物
の
価
値
を
高

め
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
に
向
け
た
集
中
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
東
北
全
域
へ
の
起

業
家
輩
出
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　
東
北
の
魅
力
発
信
拠
点
の
活
用
や
東

北
各
地
の
観
光
案
内
所
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
よ
り
、
東
北
の
観

光
復
興
を
牽け

ん
引
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
技
術
を
活
用
し

た
大
手
門
な
ど
の
歴
史
的
風
景
の
再
現

や
仙
台
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
導
入
な
ど
、
伊
達
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

次
代
へ
つ
な
ぐ
、
防
災
環
境
都
市

推
進

　
震
災
遺
構
仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
や
、

せ
ん
だ
い
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館

の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
仙
台
な
ら

で
は
の
防
災
の
担
い
手
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
震
災
の
記
憶
と
経

験
を
伝
え
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
市

中
心
部
に
お
け
る
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
に

関
す
る
有
識
者
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

検
討
す
る
と
と
も
に
、
荒
浜
地
区
の
住

宅
基
礎
群
に
つ
い
て
、
震
災
遺
構
と
し

て
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
生
活
ご
み
の
減
量
・
分
別
を
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
ご
み
の
指
導

啓
発
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
、
事
業
者

を
対
象
と
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

　
か
さ
上
げ
道
路
と
津
波
避
難
道
路
の

完
成
を
目
指
す
ほ
か
、
集
団
移
転
跡
地

の
利
活
用
な
ど
、
東
部
地
域
に
新
た
な

活
力
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
心
の
ケ
ア
を
含
む
健
康

支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
支
援

な
ど
、
被
災
者
の
方
々
に
寄
り
添
っ
た

復
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆

　
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
課
題
へ
の
挑

戦
は
長
き
に
わ
た
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
歩
み
を
止
め
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
新
年
度
に
は
、
仙
台
の
新
た
な
羅

針
盤
と
な
る
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。
変
化
が
激
し
さ
を
増
す
時
代

環
境
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保育基盤等の整備などにより、安
心して子育てができる社会づくり
を進めます



４

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
の
推
進

14
億
６
５
２
６
万
円

　
教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、
多
様

化
す
る
教
育
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
不
登
校
学
校
訪

問
相
談
員
や
特
別
支
援
教
育
指
導
補
助

員
等
の
配
置
な
ど
に
よ
り
教
育
現
場
に

お
け
る
人
員
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
推
進

６
２
３
億
１
８
８
８
万
円

　
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
、
認
可
保
育
所
の
整
備

等
保
育
基
盤
の
強
化
を
進
め
る
ほ
か
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
機
能
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
を
地
域
社
会
全
体
で
支

え
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

保
育
士
等
の
人
材
確
保
推
進

１
億
２
７
７
万
円

　
保
育
士
リ
タ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
私
立

保
育
所
等
就
職
説
明
会
の
開
催
、
保
育

士
等
の
研
修
参
加
に
か
か
る
費
用
の
助

成
や
若
手
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
、
従

事
者
の
人
材
確
保
、
資
質
向
上
を
図
り

ま
す
。

母
子
保
健
の
充
実

10
億
30
万
円

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
母
子
に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
す
る
た
め
、
産

婦
の
健
康
診
査
へ
の
新
た
な
費
用
助
成

を
行
う
ほ
か
、
育
児
不
安
を
抱
え
支
援

が
必
要
な
産
婦
に
対
し
て
、
医
療
機
関

等
で
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
指
導
を
行
う

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策１

億
９
５
７
万
円

　
放
課
後
等
の
補
充
学
習
の
支
援
や
中

途
退
学
の
未
然
防
止
の
取
り
組
み
に
加

え
、
地
域
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
食

事
の
提
供
な
ど
を
通
じ
た
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

子育てふれあいプラザ（のびすく）に
専門の相談員を配置するなど、子育て
に関する相談機能を充実させます

確
か
な
学
力
育
成９

億
７
５
６
８
万
円

　
少
人
数
学
習
に
係
る
講
師
配
置
や
小

学
校
高
学
年
教
科
担
任
制
の
充
実
、

「
小
１
生
活
・
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

配
置
な
ど
、
授
業
や
指
導
内
容
、
相
談

機
能
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の

「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
と
確
実
な
定

着
を
図
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
対
策
推
進

13
億
４
４
３
０
万
円

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
24
時
間
い
じ

め
相
談
専
用
電
話
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め
を
含

め
た
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童

生
徒
の
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員

な
ど
、
福
祉
的
な
助
言
指
導
や
、
児
童

生
徒
の
心
の
ケ
ア
と
教
職
員
の
指
導
上

の
課
題
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

不
登
校
防
止
対
策
推
進２

８
８
３
万
円

　
適
応
指
導
セ
ン
タ
ー
「
児じ

遊ゆ
う

の
杜
」

な
ど
に
お
け
る
学
習
・
体
験
活
動
や
、

ひ
き
こ
も
り
傾
向
の
あ
る
児
童
生
徒
へ

の
家
庭
訪
問
相
談
援
助
、
別
室
登
校
者

へ
の
学
校
訪
問
に
よ
る
対
応
な
ど
、
学

校
復
帰
や
自
立
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
外
部
の
有
識
者
等
か
ら
な
る
不

登
校
対
策
検
討
委
員
会
に
お
い
て
不
登

校
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

35
人
以
下
学
級
の
拡
充３

億
８
０
１
万
円

　
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
と

し
っ
か
り
と
向
き
合
え
る
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
35
人
以
下
学
級
を
拡
充
し

ま
す
。
平
成
30
年
度
は
中
学
２
年
生
へ

の
拡
充
に
か
か
る
教
職
員
を
44
人
増
員

す
る
ほ
か
、
学
級
数
の
増
加
に
伴
う
教

室
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します

パラリンピック競技種目の体験イベン
トなどを通して、交流や障害理解を促
進します

男
女
共
同
参
画
の
総
合
的
推
進

６
億
６
４
３
８
万
円

　
男
女
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
各
種
事
業
や
市
民
活
動
支
援
な
ど

を
進
め
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業

30
億
１
５
２
３
万
円

　
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し

く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
自
ら
が
介
護
予
防
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

51
億
９
０
９
４
万
円

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

推
進
の
た
め
、
高
齢
者
の
就
労
・
社
会

参
加
促
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
域
支

え
合
い
活
動
へ
の
支
援
、
認
知
症
対
策

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

障
害
者
保
健
福
祉
の
推
進

２
６
０
億
３
０
８
９
万
円

　
「
共
生
す
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

障
害
理
解
の
促
進
と
権
利
擁
護
の
推
進

や
地
域
生
活
支
援
体
制
の
充
実
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、

各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

障
害
児
支
援
の
充
実41

億
３
５
８
３
万
円

　
発
達
障
害
に
係
る
医
療
相
談
な
ど
発

達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
評
価
体
制
の

強
化
や
、
相
談
窓
口
等
の
情
報
を
網
羅

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、
障

害
児
へ
の
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。

障
害
者
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化

１
４
４
２
万
円

　
業
務
掘
り
起
こ
し
や
事
業
者
と
求
職

者
の
相
互
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
の

ほ
か
、
就
労
の
定
着
支
援
を
強
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
障
害
者
雇
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

市
民
協
働
推
進

４
３
０
６
万
円

　
地
域
団
体
や
市
民
活
動
団
体
等
と
市

が
協
働
し
て
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力

向
上
に
取
り
組
む
「
市
民
協
働
事
業
提

案
制
度
」
や
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に

よ
る
社
会
的
課
題
解
決
の
取
り
組
み
へ

の
助
成
事
業
を
運
用
す
る
と
と
も
に
、

協
働
の
手
引
き
・
事
例
集
を
活
用
し
た

普
及
啓
発
を
行
う
な
ど
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
協
働
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
促
進

し
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
協
働
促
進１

５
０
０
万
円

　
複
雑
化
す
る
地
域
課
題
に
対
し
て
、

住
民
の
発
想
を
よ
り
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
対
応
し
て

い
く
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
、
各
種
支

援
制
度
等
を
紹
介
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
構
築
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
域

間
交
流
会
の
開
催
な
ど
を
行
い
ま
す
。

郊
外
住
宅
地
・
西
部
地
区
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進５

０
２
３
万
円

　
郊
外
住
宅
地
・
西
部
地
区
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
、
地
域
の
担
い
手
が
自

発
的
に
取
り
組
む
実
践
事
業
お
よ
び
調

査
検
証
事
業
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
５
２
９
万
円

　
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
多
様
化
す

る
地
域
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た

地
域
づ
く
り
を
地
域
団
体
等
と
の
協
働

に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

５

確かな学力の育成に加え、社会的・職業的
自立に向けて必要な資質・能力の育成を目
指す「仙台自分づくり教育」を推進します

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

※
４
〜
９
ペ
ー
ジ
の
主
要
事
業
で
は
、
一
部

の
事
業
費
の
中
に
、
再
掲
分
が
含
ま
れ
ま
す

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
推
進

７
２
８
４
万
円

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

３
４
８
３
万
円

●
学
校
教
育
施
設
整
備87

億
７
８
１
万
円

●
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
推
進
等

４
２
５
４
万
円

●
科
学
館
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
推
進
等

８
２
０
５
万
円

●
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実２

５
１
万
円

●
市
民
健
康
づ
く
り
推
進

31
億
８
３
５
３
万
円

●
感
染
症
対
策

33
億
３
５
６
２
万
円

●
地
域
福
祉
の
推
進７

億
３
９
３
０
万
円

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
促
進

16
億
６
１
７
５
万
円

●
障
害
者
差
別
解
消

１
０
０
２
万
円

●
地
域
安
全
対
策

８
４
３
８
万
円

●
消
費
者
支
援

２
９
０
５
万
円

●
杜
の
都
の
自
転
車
プ
ラ
ン
推
進

５
億
１
９
２
７
万
円

●
市
民
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
づ
く
り

　
支
援　
　
　
　
　
　
２
３
１
３
万
円

主 要 事 業

人
を
育
み
、
人
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り



市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します

７ ６

起業家応援イベント「SENDAI for Start
ups（センダイフォースタートアップ
ス）！」の開催などにより、挑戦する風土
や起業という選択肢を根付かせます

青葉山公園の拠点となる（仮称）
公園センターは、市民の皆さんの
意見を取り入れながら整備を進め
ています

仙台クラシックフェスティバルの開
催などにより、音楽文化の振興を図
ります

仙台七夕の吹き流しや伊達政
宗公等の図柄をあしらった
「仙台版図柄入りナンバープ
レート」

部
全
体
の
人
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
調

査

８
０
０
万
円

　
都
市
づ
く
り
の
基
本
方
向
や
施
策
の

方
向
性
等
を
定
め
る
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
平
成
32
年
度
末

に
現
行
計
画
の
計
画
期
間
が
完
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て
、
現
状
の
分
析

や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
評
価
、
課

題
の
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

公
共
交
通
活
性
化
等
推
進

32
億
１
３
８
１
万
円

　
「
せ
ん
だ
い
都
市
交
通
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交
通

を
中
心
と
し
た
交
通
体
系
の
構
築
と
ま

と
ま
り
の
あ
る
都
市
形
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

東
西
線
沿
線
に
ぎ
わ
い
・
ま
ち
づ
く

り
推
進

６
億
４
０
６
３
万
円

　
ま
ち
づ
く
り
を
牽け
ん
引
す
る
人
材
の
育

成
や
東
西
線
沿
線
へ
の
イ
ベ
ン
ト
の
誘

文
化
振
興

４
億
７
３
１
５
万
円

　
「
楽が
く

都と

仙
台
」
や
「
劇
都
仙
台
」
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
楽

都
の
拠
点
と
な
る
音
楽
ホ
ー
ル
の
整
備

検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
主

体
的
な
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
な
ど

を
通
じ
て
、
都
市
の
個
性
と
市
民
の
創

造
性
を
生
み
出
す
文
化
芸
術
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

定
禅
寺
通
活
性
化
推
進５

２
９
８
万
円

　
定
禅
寺
通
に
お
い
て
、
道
路
空
間
の

再
構
成
や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導

入
な
ど
に
よ
り
、
仙
台
駅
周
辺
と
は
違

っ
た
形
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
都
心

観
光
振
興

７
億
８
０
４
４
万
円

　
国
内
外
に
向
け
た
各
種
情
報
発
信
や
、

観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
進

め
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
テ
ー
マ
を
明
確

に
し
た
戦
略
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
誘
客
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

伊
達
な
魅
力
創
出

４
１
８
０
万
円

　
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
技
術
に

よ
る
歴
史
的
風
景
の
再
現
な
ど
、「
伊

達
な
魅
力
」
を
切
り
口
に
し
た
ま
ち
の

魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進１

億
７
２
２
３
万
円

　
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
促
進
を
図
る

た
め
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
・
滞
在
コ

ン
テ
ン
ツ
や
受
け
入
れ
環
境
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
国
・
地
域
別
の
嗜し

好こ
う

や
ニ
ー
ズ
等
に
応
じ
た
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致８

６
３
４
万
円

　
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
誘
致
セ
ー
ル
ス

の
推
進
、
地
元
受
け
入
れ
体
制
の
強
化

を
図
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
を
通

じ
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
等
、
地
域

農
業
の
担
い
手
の
育
成
や
経
営
力
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
生
産
基
盤

の
確
保
・
強
化
な
ど
に
努
め
、
農
林
業

が
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
・
保
全
し
、

農
林
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

青
葉
山
公
園
整
備１

億
２
４
５
６
万
円

　
仙
台
城
跡
を
含
む
青
葉
山
と
広
瀬
川

に
囲
ま
れ
た
区
域
に
つ
い
て
、歴
史
的・

文
化
的
資
源
や
優
れ
た
自
然
景
観
を
生

か
し
な
が
ら
、
市
民
や
仙
台
を
訪
れ
た

人
が
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
公
園
と
し

て
整
備
す
る
た
め
、（
仮
称
）
公
園
セ

ン
タ
ー
の
設
計
等
を
進
め
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
建
替

２
６
６
０
万
円

　
新
庁
舎
の
設
計
を
行
う
た
め
の
諸
条

件
を
整
理
し
た
基
本
計
画
の
策
定
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
敷
地
の
測
量
等
、

今
後
の
設
計
業
務
に
向
け
た
準
備
を
行

い
ま
す
。

東
北
連
携
推
進

１
億
６
０
７
２
万
円

　
勾
当
台
公
園
に
設
置
し
た
東
北
の
魅

力
発
信
拠
点
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
参
加
に
向
け
た
「
東
北
絆
ま
つ
り
」

の
首
都
圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
取

り
組
み
、
東
北
の
各
都
市
と
連
携
し
て
、

東
北
の
交
流
人
口
拡
大
や
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

農
林
業
振
興

18
億
１
５
９
９
万
円

　
６
次
産
業
化
の
促
進
等
に
よ
る
農
業

の
高
付
加
価
値
化
・
高
度
化
を
支
援
す

致
な
ど
、
沿
線
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や

魅
力
向
上
に
資
す
る
事
業
等
に
取
り
組

み
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
東
西
線
の
利

用
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
沿
線
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

機
能
集
約
型
の
市
街
地
形
成
を
図
り
ま

す
。

国
家
戦
略
特
区

２
４
６
０
万
円

　
民
間
事
業
者
の
経
済
活
動
等
を
促
進

す
る
た
め
国
が
指
定
す
る
地
域
で
規
制

緩
和
を
行
う
国
家
戦
略
特
区
に
つ
い
て
、

広
報
・
啓
発
事
業
を
通
じ
て
規
制
改
革

の
機
運
の
醸
成
や
規
制
改
革
メ
ニ
ュ
ー

の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
た
担
い
手
の

掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と
も
に
、
近
未

来
技
術
実
証
な
ど
の
本
市
特
区
に
関
連

す
る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

起
業
支
援

１
億
３
５
４
０
万
円

　
「
日
本
一
起
業
し
や
す
い
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
起
業
支
援
施
策
の
一
層

の
拡
充
を
行
い
、
起
業
後
の
成
長
支
援

の
強
化
や
、
成
長
志
向
の
高
い
雇
用
創

出
力
の
あ
る
起
業
家
の
輩
出
に
取
り
組

み
ま
す
。

中
小
企
業
経
営
基
盤
強
化

１
億
２
６
９
７
万
円

　
中
小
企
業
者
等
の
経
営
向
上
に
向
け

て
、
経
営
相
談
、
新
商
品
開
発
、
販
路

開
拓
、
経
営
革
新
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
、
経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

成
長
産
業
振
興

１
億
４
９
３
１
万
円

　
本
市
に
集
積
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
成
長

分
野
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ａ
Ｒ
／
Ｖ
Ｒ
、

５
Ｇ
等
）
へ
の
参
入
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
・
確
保
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
産
学
官
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
を
通
し
て

新
産
業
創
出
を
図
り
ま
す
。

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
せ
ん
だ
い
・
ア
ー
ト
・
ノ
ー
ド
・
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
３
３
０
０
万
円

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

３
６
１
万
円

●
八
木
山
動
物
公
園
整
備

１
億
７
０
８
６
万
円

●
学
都
推
進

６
４
６
万
円

●
文
化
財
史
跡
整
備
推
進

５
億
７
９
２
５
万
円

●
百
年
の
杜
づ
く
り
推
進

４
億
５
２
９
９
万
円

●
経
済
産
業
政
策
推
進

１
６
５
３
万
円

●
中
小
企
業
人
材
確
保
・
定
着

４
６
０
２
万
円

●
地
域
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
産
業
創
出

５
４
５
２
万
円

●
都
市
計
画
街
路
整
備

49
億
３
４
０
４
万
円

●
橋
り
ょ
う
整
備

28
億
３
１
６
０
万
円

●
仙
山
連
携
推
進

２
６
４
１
万
円

●
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

５
８
７
７
万
円

●
国
際
姉
妹
都
市
等
と
の
交
流

１
５
３
０
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進

11
億
４
１
９
９
万
円

主 要 事 業

ま
ち
を
育
む
、
活
力
デ
ザ
イ
ン

仙
台
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
導
入
推
進

１
４
６
０
万
円

　
「
仙
台
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
」（
10
月
交
付
開
始
予
定
）
の
普

及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
さ
ら
な
る
一
体
感
の
醸

成
や
仙
台
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
ま
す
。



９ ８

平成30年度の予算については、仙台市ホームページ（サイト内
検索で「仙台市の財政」と検索）をご覧ください

海岸公園内海岸防災林の植樹・育樹など、市民や
関係団体等が力を合わせて東部地域のみどりの再
生に取り組みます

昨年、来館者が10万人を突破したせんだい
3.11メモリアル交流館。校外学習での積極
的な活用などにより、震災を経験していない
子どもたちにも教訓を受け継ぎます

集団移転跡地の利活用や産業集積など、東
部沿岸地域に新たな活力を生み出す取り組
みを推し進めます

心
し
て
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の
持
続

的
な
提
供
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

総
合
計
画
の
推
進

４
２
５
６
万
円

　
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
改
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

民
と
理
念
を
共
有
し
共
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
適
切
な
進
行
管
理
と

評
価
等
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

１
７
４
億
１
８
９
３
万
円

　
高
度
成
長
期
や
政
令
指
定
都
市
移
行

期
に
整
備
し
た
数
多
く
の
公
共
施
設
が

更
新
時
期
を
迎
え
る
中
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
経
営
的
な
視
点

を
持
ち
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施

設
整
備
や
維
持
管
理
を
行
う
な
ど
、
安

「（
仮
称
）
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
検
討
を
進
め
る

な
ど
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
共
通

理
解
と
役
割
分
担
の
も
と
、
都
市
の
社

会
経
済
活
動
や
都
市
づ
く
り
の
中
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
仕
組
み
が
組

み
込
ま
れ
た
、
環
境
負
荷
の
よ
り
小
さ

い
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援５

４
８
８
万
円

　
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
み
な

し
仮
設
住
宅
入
居
者
を
対
象
に
、
住
ま

い
の
再
建
等
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
み
な
し
仮
設
住

宅
等
に
入
居
す
る
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
18
歳
以
上
の
重
度
身
体
障
害
者
等

に
対
し
、
緊
急
時
の
対
応
機
能
を
備
え

た
機
器
を
貸
し
出
し
、
通
報
や
見
守
り
、

日
常
会
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

被
災
者
の
雇
用
促
進

９
８
８
１
万
円

　
産
業
政
策
の
支
援
の
対
象
と
な
っ
た

事
業
所
や
中
小
企
業
等
が
被
災
者
を
雇

い
入
れ
た
場
合
に
費
用
の
一
部
を
支
給

す
る
「
仙
台
市
事
業
復
興
型
雇
用
創
出

助
成
金
」
な
ど
に
よ
り
、
被
災
地
域
に

お
い
て
安
定
的
な
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
杜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
１
１
２
万
円

　
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

東
部
地
域
の
み
ど
り
の
再
生
に
向
け
て
、

市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
等
の
協
働
に
よ

り
、「
杜
の
都
・
仙
台
」
の
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
新
た
な
み
ど
り
を
育
む

取
り
組
み
を
継
続
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
平
成
30
年
度
は
、
海
岸
公
園
内
の

防
災
林
等
の
市
民
植
樹
・
育
樹
を
実
施

し
ま
す
。

防
災
環
境
都
市
づ
く
り
推
進

４
９
３
９
万
円

　
「
杜
の
都
」
の
豊
か
な
環
境
を
生
か

し
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
多
様
な

主
体
に
よ
る
取
り
組
み
を
国
内
外
に
発

信
し
、「
防
災
環
境
都
市
・
仙
台
」
の

ブ
ラ
ン
ド
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

１
億
７
１
５
４
万
円

　
せ
ん
だ
い
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
交
流

館
や
震
災
遺
構
仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校

の
運
営
な
ど
を
通
し
て
、
津
波
の
脅
威

や
地
域
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

ほ
か
、
市
中
心
部
に
お
け
る
メ
モ
リ
ア

ル
施
設
の
整
備
に
向
け
た
検
討
や
、
ア

ー
カ
イ
ブ
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

２
億
８
２
０
０
万
円

　
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
対
応

ド
ロ
ー
ン
の
整
備
や
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
（
Ｓ
Ｂ
Ｌ
）
の
養
成
・
支
援
な
ど
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
な
ど
に

対
応
し
た
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

37
億
７
１
０
５
万
円

　
市
民
・
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
・
分
別
を
考
え
、
企
画
・

実
施
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築

を
図
り
な
が
ら
、
生
活
ご
み
お
よ
び
事

業
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
を
進
め
、
資
源
循
環
都
市
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

低
炭
素
都
市
づ
く
り
等
推
進

６
億
９
２
１
４
万
円

　
パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
た
本
市
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
達
成
に
向
け
、

事
業
者
が
計
画
的
な
削
減
に
取
り
組
む

前
提
と
し
た
都
市
基
盤
の
再
整
備
を
行

い
ま
す
。

東
部
復
興
道
路
整
備

１
０
１
億
１
４
２
７
万
円

　
東
部
地
域
の
再
生
に
向
け
て
、
主
要

な
幹
線
道
路
で
あ
る
県
道
塩
釜
亘
理
線

な
ど
の
道
路
に
つ
い
て
、
津
波
堆
積
土

砂
な
ど
を
活
用
し
た
か
さ
上
げ
に
よ
り

堤
防
機
能
を
付
加
し
、
津
波
に
よ
る
被

害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
平
成
30
年
度

は
、
継
続
し
て
、
全
路
線
で
の
盛
土
工

事
等
を
実
施
し
ま
す
。

津
波
避
難
道
路
整
備７

億
７
１
０
８
万
円

　
地
域
の
拠
点
や
主
要
施
設
、
市
街
地

を
結
ぶ
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
津
波
が

発
生
し
た
際
に
、
自
動
車
等
に
よ
る
避

難
に
も
配
慮
し
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

海
岸
公
園
整
備

２
億
４
９
６
０
万
円

　
震
災
の
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

海
岸
公
園
に
つ
い
て
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
公
園
と
し
て
来
園
者
が
よ
り

安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
再
整

備
を
進
め
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
荒

浜
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
拡
張
に
係

る
測
量
・
設
計
・
用
地
取
得
や
蒲
生
地

区
の
ト
イ
レ
増
設
に
係
る
設
計
を
行
い

ま
す
。

六
郷
東
部
地
区
現
地
再
建
ま
ち
づ
く

り

４
０
１
４
万
円

　
六
郷
東
部
地
区
の
活
性
化
に
向
け
、

専
門
家
を
派
遣
す
る
こ
と
で
地
域
主
体

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
東
六

郷
小
学
校
跡
地
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
実

施
設
計
お
よ
び
必
要
な
調
査
等
を
行
い

ま
す
。

東
部
地
域
移
転
跡
地
利
活
用
推
進

16
億
３
４
２
１
万
円

　
防
災
集
団
移
転
後
の
５
地
区
（
南
蒲

生
、
新
浜
、
荒
浜
、
井
土
、
藤
塚
）
の

跡
地
に
つ
い
て
、
市
民
・
事
業
者
な
ど
、

民
間
が
自
由
な
発
想
で
自
ら
取
り
組
む

新
た
な
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

震
災
の
記
憶
を
継
承
す
る
た
め
、
震
災

遺
構
と
し
て
、
荒
浜
地
区
の
防
災
集
団

移
転
跡
地
に
残
る
住
宅
基
礎
の
保
存
を

進
め
ま
す
。

蒲
生
北
部
地
区
復
興
再
整
備

43
億
７
９
７
１
万
円

　
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
蒲
生

北
部
地
区
に
つ
い
て
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
、
防
災
集
団
移
転
後
の
土

地
の
整
理
集
約
と
業
務
系
土
地
利
用
を

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
消
防
力
の
整
備

34
億
９
５
０
３
万
円

●
救
急
体
制
整
備

３
億
４
８
３
０
万
円

●
民
間
建
築
物
耐
震
化
等
促
進

３
億
５
１
４
７
万
円

●
生
物
多
様
性
保
全
推
進

２
７
６
万
円

●
被
災
者
の
健
康
支
援

２
７
７
０
万
円

●
復
興
ま
ち
づ
く
り
等
に
向
け
た
町
内

　
会
等
支
援　
　
　
　
　
５
６
８
万
円

●
津
波
被
災
地
域
住
宅
再
建
支
援

５
２
２
０
万
円

●
仙
台
港
周
辺
地
区
復
興
支
援

２
５
６
４
万
円

●
農
業
生
産
基
盤
整
備

３
億
８
９
３
１
万
円

未
来
に
責
任
を
持
つ
都
市
経
営

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
市
税
等
の
収
納
率
向
上
対
策

１
億
３
３
２
９
万
円

●
人
材
育
成
機
能
・
組
織
力
の
強
化

２
１
２
７
万
円

●
公
文
書
館
整
備

１
１
３
５
万
円

主 要 事 業

次
代
へ
つ
な
ぐ
、
防
災
環
境
都
市
推
進



■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
世
代
間
交
流

の
促
進
や
ふ
る
さ
と
意
識
を
育
て
る

「
泉
区
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
七

北
田
川
ク
リ
ー
ン
運
動
」、「
泉
ケ
岳

悠
・
遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
大
学
が
連

携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
を
図
っ
て

い
く
「
い
ず
み
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
」
や
「
大
学
地
域
連
携
に
よ

る
課
題
解
決
事
業
」
を
行
う
ほ
か
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
区
民
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
団
体
な
ど

と
の
協
働
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。「
青
葉
区
民
ま
つ
り
」、

「
宮
城
地
区
ま
つ
り
」
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
す
る
ほ
か
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
、

子
育
て
、
防
災
等
の
地
域
課
題
に
取

り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

各区内の主要事業
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■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
諸
課
題
に
対

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、「
み
や
ぎ
の・

ま
つ
り
」
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

を
企
画
・
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
、
防
災
、
地
域
の
魅
力
発
信
な

ど
幅
広
い
分
野
で
の
取
り
組
み
や
公

募
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
高
齢
化
に
伴
う
諸
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
鶴
ケ
谷
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
、
世
代
や
分
野
を
超
え
た
連

携
拡
大
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
地
域

活
動
力
の
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
等
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
を
支
援
す
る
ほ
か
、

地
域
団
体
等
が
行
う
被
災
者
交
流
活

動
に
対
し
て
公
募
に
よ
る
助
成
を
行

い
ま
す
。

■
海
辺
の
ふ
る
里
づ
く
り
支
援

　
津
波
被
災
地
域
に
お
い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
と
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
、
町
内
会
等
が
行
う
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
「
太
白
区
民
ま
つ
り
」
や
小
学
生

の
体
験
学
習
事
業
、
区
内
の
自
然
・

歴
史
を
探
訪
す
る
事
業
な
ど
を
企

画
・
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
公
募
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む

団
体
を
支
援
し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
六
郷
東
部
現
地
再
建
ま
ち
づ
く
り

支
援
と
し
て
、
東
六
郷
小
学
校
跡
地

利
活
用
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

交
流
事
業
等
の
地
域
活
動
を
支
援
し
、

地
域
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
創
造
性
と
意
欲
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
若
林
区
を
目
指
し
、「
若

林
区
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
合
唱

の
つ
ど
い
」
を
企
画
・
開
催
す
る
ほ

か
、
六
・
七
郷
堀
の
魅
力
発
信
な
ど

を
区
民
協
働
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
団
体
が
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
公
募
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
生
出
・
坪
沼
地
区
の
活
性
化
支
援

を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
秋
保
地
区

で
新
た
な
体
験
型
観
光
を
創
出
す
る

な
ど
、
西
部
中
山
間
地
の
活
性
化
と

地
域
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

泉西部の根白石地区にある、伊達
政宗公も訪れたといわれる寺院で
行われた座禅体験

▼まちづくり活動助成事業と
して実施されたクリスロード
商店街の防災訓練

六・七郷堀散策イベント「堀
DAY（デー）さんぽ」

　

宮
城
野
区

　

青
葉
区

　

若
林
区

　

太
白
区

　

泉
区

し
、
地
域
団
体
等
の
創
意
工
夫
に
よ

っ
て
、
地
域
活
性
化
を
図
る
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。（
荒
巻
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
事
業
、
中
山
郊

外
居
住
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
仙

台
萬
本
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
作

並
・
新
川
地
区
活
性
化
事
業
）

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
錦
ケ
丘
中
学
校
の
校
舎
等
新
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
（
仮
称
）
東
二
番
丁
マ
イ
ス
ク
ー

ル
児
童
館
整
備

■
大
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

■
台
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
広
瀬
中
学
校
区
・
南
吉
成
中
学

校
区
）

■
仙
台
駅
西
口
駅
前
広
場
再
整
備

　
バ
ス
乗
降
場
の
再
編
や
交
通
機
関

相
互
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
駅
前
広
場
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

■
定
禅
寺
通
活
性
化
推
進

　
定
禅
寺
通
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

都
心
部
全
体
の
活
性
化
に
向
け
た
検

討
等
を
行
い
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
茶
屋
町
山
屋
敷
線
、
高
畑
定
義
線
、

青
葉
山
線
、
秋
保
温
泉
愛
子
線
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
通
町
歩
道
橋
、
倉
内
橋
等
の
補
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
青
葉
山
公
園
、
西
公
園
、
中
山
台

西
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
震
災
の
記
憶
と
経
験
の
継
承

　
津
波
被
災
地
の
六
郷
・
七
郷
地
域

を
訪
ね
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
体
験

を
伺
い
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
等
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
や
交
流
に
向
け
た

支
援
を
行
う
ほ
か
、
地
域
団
体
等
が

行
う
被
災
者
交
流
活
動
に
対
し
て
公

募
に
よ
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
役
所
と
薬
師
堂
駅
を
つ
な
い
だ

に
ぎ
わ
い
創
出

　
薬
師
高
砂
堀
通
り
を
活
用
し
た
に

ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

区
役
所
等
利
用
者
の
安
全
性
・
利
便

性
の
確
保
や
、
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
に
向
け
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
大
和
小
学
校
の
校
舎
等
増
改
築
設

計
、
荒
井
小
学
校
の
校
舎
等
新
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
（
仮
称
）
七
郷
第
二
児
童
館
建
設

■
若
林
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
南
材
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕

■
道
路
整
備

　
東
部
復
興
道
路
の
ほ
か
、
卸
町
大

和
町
（
そ
の
２
）
線
外
２
線
等
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
六
丁
の
目
第
１
歩
道
橋
お
よ
び
東

橋
等
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
荒
井
東
１
号
公
園
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
町
内
会
等
が
行
う
被
災
者
交
流
活

動
に
対
し
て
、
公
募
に
よ
る
助
成
を

行
い
ま
す
。

■
郡
山
遺
跡
整
備

　
史
跡
地
の
公
有
化
と
史
跡
公
園
と

し
て
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
大
野
田
小
学
校
の
校
舎
増
築
等
工

事
や
、
金
剛
沢
小
学
校
お
よ
び
八
木

山
中
学
校
の
校
舎
大
規
模
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

■
西
多
賀
児
童
館
改
築

■
西
多
賀
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

お
よ
び
茂
庭
台
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕

■
向
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
、郡
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
太
白
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕
設
計

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
茂
庭
台
中
学
校
区
）

■
下
水
道
浸
水
対
策

　
四
郎
丸
地
区
の
浸
水
対
策
を
行
い

ま
す
。

■
道
路
整
備

　
郡
山
折
立
線
、
長
町
３
号
線
外
１

線
、
袋
原
平
淵
線
、
仙
台
山
寺
線
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
熊
野
宮
橋
の
整
備
や
、
太
白
大
橋
、

金
洗
沢
橋
、
仙
台
山
寺
線
１
号
橋
等

の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
富
沢
駅
東
２
号
公
園
等
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

■
八
木
山
動
物
公
園
整
備

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
高
齢
化
が
進
む
郊
外
居
住
地
区
に

お
け
る
地
域
活
動
の
継
続
に
向
け
た

情
報
共
有
や
人
材
育
成
を
進
め
る
ほ

か
、
市
民
協
働
で
課
題
解
決
を
検
討

す
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
泉
西
部
地
区
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
誘
客
に
向
け
た
情

報
発
信
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

秋保地区野尻の清流で、地区住民の
指導により行われた川遊び体験

「太白区民まつり」のステージ
発表

■
蒲
生
北
部
地
区
復
興
再
整
備

　
蒲
生
北
部
地
区
に
お
い
て
土
地
区

画
整
理
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
燕
沢
小
学
校
、
鶴
谷
中
学
校
の
校

舎
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
西
山
中
学
校
区
）

■
幸
町
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
東
仙
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕
お
よ
び
鶴
巻
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕
設

計■（
仮
称
）中
心
部
救
急
出
張
所
整
備

■
市
営
住
宅
建
設

　
鶴
ケ
谷
第
二
市
営
住
宅
団
地
再
整

備
を
進
め
ま
す
。

■
下
水
道
浸
水
対
策

　
鶴
巻
ポ
ン
プ
場
等
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

■
道
路
整
備

　
東
部
復
興
道
路
の
ほ
か
、
元
寺
小

路
福
室
線
、
鍋
沼
線
等
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
宮
城
野
大
橋
等
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
榴
岡
公
園
、
高
砂
中

央
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ステージ発表、露店、ブ
ース展示など区民主体の
手づくりによる「みやぎ
の・まつり」

▲区民が主体となって運営され、
幅広い世代が参加する「青葉区
民まつり」

昨年、東六郷コミュニティ・セ
ンターで初めて開催された六郷
東部ふるさと交流祭

▲七北田川クリーン運動の一環とし
て開催された「七北田川自然観察会」

■
泉
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕
お
よ
び
北
中
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
南
光
台
中
学
校
区
）

■
道
路
整
備

　
宮
沢
根
白
石
線
、
南
前
町
線
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備	

　
古
屋
敷
橋
、
高
柳
４
号
橋
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
泉
中
央
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

▼花火大会など、大勢の人でにぎ
わう夏の風物詩「泉区民ふるさと
まつり」

新浜町内会が開催した
イベント「新浜の渡し
船とフットパス」


